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正の約数の個数がちょうど m 個であるような，1900 以上の自然数の中で最小のも

のを dm とする．

(1) d5 を求めよ．

(2) d15 を求めよ．

(19 千葉大 3)

【答】

(1) 2401
(2) 1936

【解答】
自然数 nが

n =p1
a1p2

a2 · · · pnan

(p1, p2, · · · , pn は互いに異なる素数, a1, a2, · · · , anは自然数)

と素因数分解されるとき，nの正の約数の個数は

(a1 + 1)(a2 + 1) · · · (an + 1) (個)

であることに注意する．

(1) 正の約数の個数がちょうど 5個である自然数は，5が素数であることから

p4 (pは素数)

と表される．

54 = 625, 74 = 2401

であるから，約数の個数がちょうど 5個である 1900以上の最小数 d5 は

d5 = 2401 ……（答）

(2) 正の約数の個数がちょうど 15(= 5 · 3)個である自然数は，次の 2つの場合がある．

( i ) p14 (pは素数)

(ii) q4r2 (q, r は異なる素数)

( i ) のタイプの自然数について；

214 > 211 = 2048 > 1900 であるから，1900以上で最小のものは

214 = 16384

(ii) のタイプの自然数について；

q = 2 のとき，q4r2 = 16r2 ≧ 1900 より

r2 ≧ 1900
16

= 118.75 ∴ r ≧ 11

であるから，1900以上で最小のものは

24 · 112 = 16 · 121 = 1936

q = 3 のとき，q4r2 = 81r2 ≧ 1900 より

r2 ≧ 1900
81

= 23.4 · · · ∴ r ≧ 5
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であるから，1900以上で最小のものは

34 · 52 = 81 · 25 = 2025

q ≧ 5 のとき，q4r2 ≧ 54 · 22 = 2500

したがって，(ii) のタイプの整数のうち，1900以上で最小のものは，1936である．
以上 ( i ), (ii) より，約数の個数がちょうど 15個である 1900以上の最小数 d15 は

d15 = 1936 ……（答）


